
地質調査所北海道支所創立刎周年に際して

地質調査所北海道支所が札幌市に開設されたのは曜

和23年轡月エ員で彫る珀

終戦後の経済復興には地下資源⑫開発が緊急課題と

して取りあげられ恕がとく終北海道紀おいては燃料

資源鉱物資源拡きについて期待されるとこるが欠きか

った.このよ資狂情勢は応岱で従来から存在してい

た北海道工業試験場の地質調査部門が地質調査所縫移管

されさらに人員設備カ芸増強され地質調査所北海道

支所として発見し北海道の地質調査研究を積極化する

ことが行なわれた.その後北海道開発庁淋新設される

に伴い北海道開発の一環として地質1地下資源熔関

する調査の促進がはかられ花然地質調査所北海道支所

もこれに協力し各種の調査研究を実施してきた.

創立以来合員豪でに婁O年の歳月を経過してきた北海

道支所は地質調査所の兆海道紀おける機関&し地質吉

地下鞍源の総含的基礎駒調査研窮地殻鞍斜の収簾

整備編嬢技術指導潟欲び相談業務蟹溺岱恋北海道

経済の発腰編秘の陶出没熔籍尊衣災く努功を翻暇いる

をζるである曲

蓋ζるで最逓地質学閥遼⑳職栄技術⑱発麗は籍篶

いも鋤蛎叡地質挙地球物理挙地球化学様飾童

鞍篶い発腰を沸器濠詮愁縫棉亙の学閥⑳融合淋符滋杓

れ新しい地蟻科祭滋悠芯樽傑第蜜作り湧惣彪葛鋤養

現状である､ζれ終仲多技術的発麗ず愈わち地質

一方北海道においては地下資源の開発国土の利

用保全は重要溶課題であるがこれらの基盤をなるもの'

として地質調査の果たすべき役割りは大巷いか今後

はさら終その重要性赫増大していくもの差袴免られる囲

すなわち鍛近の地下資源開発は地下深部さら熔海域

へと拡大じておりその基礎となる地質調査も新レい

学閥技術の導入とをも陪そ婚規模の拡大熔せ漢られ

ているのが現状である資拮凄だ資源そのものぬついて

も既成の概念をζ免新しい資源⑳闘発利用も間題&な

って来るでああ雪由このような新分野への地質調査の

買献も期待きれるのである岳土木建設防災溶妊の分

野にお防篇地質調養の役割りについても次第忙その璽

要性の認識梯高まりっっある舘

ζのよ夢抵情勢のなかにあ顯て北海遣支所は多方繭

の分野紀杓花る課題を抱克ているのである｡その規模

1こ制約のある耽海遺支所をしてはごれらの閥題鰍獲何

に対処していくかが今後の重要な課題である簑由そ

の花め紀は漢ず新い･地学に関す為実験裟蟹抽よび

野外調査技術の整備を藍として北海遺支所をして特色

ある調査研究課観蛇抄くなこあ抽変び北海遼縫関

する地殻資料の収集鑑傭編慈彩滋濠塾狩なう慧恕添滋

る砦これらを通膨調餐研銑成果抽盗猷簿粥的鋤織塾

曹最として杜会熔寄努ず蕃ご濠綻舞め蕃潔慧薄滋蕩濠岨

地質関連の科学籏術の発展が耽海遺開発⑳爽事榮熔

夢少匁りとも貢献レ掃篇蔓鎧蜜念岱ている次簾怒あ叡

地質調査所北海遼楚所淡創滋Q周締を迎免今属鰯状

態熔塞でに育りた慧濠熔ついでは関係嘗序犬学会

稚団体のく協1カ縫銭資拠秘太で滋り慧慧熔深く謝鴬

を讃わすとともに努鍛⑳禺標総胸かりで籍展諦蕃愁め

熔はさらに一属のご爽援を弛巌わ妙魔薫縞願営蹄篇

次第であゐ.�


